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こ
の
た
び
、
各
界
各
層
よ
り
幅
広
い
市
民
の

皆
様
の
、
ご
支
持
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
４

月
２３
日
か
ら
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

今
は
た
だ
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ご
期
待
に
し
っ
か
り
と
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
７
万
５
千
余
の
市
民
の
皆
様
の
幸
せ
を

常
に
念
頭
に
お
き
な
が
ら
努
力
精
進
し
て
参
り

ま
す
。

さ
て
、
桶
川
市
は
、
圏
央
道
・
上
尾
道
路
な

ど
の
整
備
や
高
崎
線
の
東
京
駅
乗
り
入
れ
が
平

成
２６
年
度
に
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
首
都
圏
の
交

通
の
要
衝
と
し
て
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持

つ
ま
ち
で
す
。
ま
さ
に
、
天
の
時
、
地
の
利
、

人
の
和
を
活
か
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
チ
ャ
ン
ス
の
時
で
す
。

交
通
の
利
便
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に
よ

り
、
安
定
財
源
の
確
保
や
地
元
雇
用
の
創
出
が

図
ら
れ
、
地
域
経
済
が
活
性
化
し
人
々
が
桶
川

に
集
い
定
住
す
る
と
い
う
、
桶
川
の
元
気
と
活

力
の
循
環
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

構
築
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
駅
東
口
の
整
備
事
業
に
直
ち
に
取

り
掛
か
り
、
防
災
機
能
を
充
実
さ
せ
た
市
役
所

新
庁
舎
の
建
設
や
道
の
駅
お
け
が
わ（
仮
称
）の

建
設
な
ど
の
将
来
へ
の
投
資
を
行
い
、
ま
た
、

福
祉
３
医
療
（
こ
ど
も
医
療
費
な
ど
）
の
窓
口

払
い
の
廃
止
や
、
小
・
中
学
校
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
、
子
育
て
環
境
整
備
の
推

進
と
、
合
わ
せ
て
女
性
が
安
心
し
て
働
き
、
笑

顔
で
子
育
て
の
出
来
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
急
速
に
進
む
高
齢
化
社

会
に
向
け
て
、
高
齢
者
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度

の
創
設
や
、
埼
玉
県
の
「
健
康
長
寿
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
等
と
連
携
し
、「
桶
川
版
健
康
長
寿
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者
が
地
域

で
い
き
い
き
と
活
躍
出
来
る
仕
組
み
づ
く
り
を

積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
や
各
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
目
線
に
立
っ
て
考
え

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
多
く
の
皆
様
の
知
恵
と

力
を
お
借
り
し
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
、
将

来
の
子
ど
も
や
孫
た
ち
の
世
代
に
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
就
任
あ
い
さ
つ桶

川
市
長

小

野

克

典

若く、新しい、伸びやかなまちづくり

小野新市長へ岩�前市長から事務引継ぎが行われました

任期満了（４月２２日）に伴う桶川市長選挙が、４月１４日に行われ、小野克典さん（４４歳）が
当選されました。
※桶川市長選挙結果（敬称略） 当１７，３６５ 小野克典（４４歳） ９，３４１ 北村文子（６２歳）
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２
月
１９
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
３
月
定

例
市
議
会
で
、
平
成
２５
年
度
当
初
予
算

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会

計
を
合
わ
せ
て
３
６
０
億
９,
７
０
０

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
３
・
３

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
予
算
は
、「
防
災
・
減
災

対
策
」、「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」、

「
子
育
て
支
援
」、「
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
」、「
都
市
基
盤
整
備
」
の
大
き
な

５
つ
の
視
点
を
重
点
的
に
推
進
す
べ
き

優
先
度
の
高
い
施
策
と
し
て
展
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
桶
川
市
第
五
次
総
合

振
興
計
画
」の
将
来
都
市
像
で
あ
る「
み

ん
な
で

つ
く
り

育
む

活
気
あ
ふ

れ
る
交
流
拠
点
都
市

お
け
が
わ
」
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
一
般
会
計
）

〈
歳
入
〉

歳
入
総
額
は
、
２
０
９
億

８,

６
０
０
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
４
・
０
�
増
加
し
て
い
ま

す
。歳

入
で
最
も
多
い
の
は
、
市

税
（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
な

ど
）
で
４６
・
７
�
を
占
め
、
９８

億
５
１
５
万
２
千
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
国

庫
支
出
金
で
２９
億
６,

９
０
２

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
、

市
債
、
地
方
交
付
税
、
県
支
出

金
、
繰
入
金
、
地
方
消
費
税
交

付
金
と
続
い
て
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉

歳
出
総
額
も
歳
入
と
同
じ
２

０
９
億
８,

６
０
０
万
円
で
す
。

歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、
民

生
費
の
８４
億
９,

９
８
９
万
２

千
円
で
４０
・
５
�
を
占
め
、
次

に
、
総
務
費
２８
億
２
７
４
万
２

千
円
、
以
下
、
土
木
費
、
公
債

費
、
教
育
費
、
衛
生
費
と
続
い

て
い
ま
す
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ

活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流
拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠
点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

（単位：千円）

前年度比

4.0％

0.8％

0.8％

5.6％

6.3％

3.3％

予 算 額

20,986,000

8,423,000

1,870,000

4,042,000

776,000

36,097,000

会 計 別 の 予 算

会 計 名

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

合 計

特
別
会
計

平平
成成
２２５５
年年
度度
予予
算算
のの
ああ
らら
まま
しし

当
初
予
算
の

あ
ら
ま
し



� ���

�

���

� ���� ���

� ��� � ���

�
��� � ���

�

��� � ���

� ���

� ���

�

��� � ���

�

����

���

� ���
�

��� �

���

� ���

� ���

� ���

�

���

� ���

� ���

� ���

� ���

� ���

� ���

� ��� � ���

� ���

� ���

� ���

� ���

� ���

� ���

� ���

�

���

�

���

� ���� ���

２０１３．５ 44２０１３．５55

だ
れ
も
が
主
役
の
桶
川
を
つ
く
る

参
画
・
協
働

�
市
民
参
加
と
協
働
推
進
事
業

５
５
５
万
１
千
円

市
民
と
行
政
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、

新
た
に
桶
川
市
協
働

推
進
条
例
を
制
定
し
、

市
民
の
参
画
に
よ
る

更
な
る
協
働
事
業
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

�
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

６,
４
０
９
万
６
千
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た
め
、

各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
推
進
団
体
な
ど

に
補
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

�
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業１

５
４
万
３
千
円

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動
や
女
性
相

談
を
実
施
す
る
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
目
指
し
た
調
査
研
究
な
ど
を
行
う
グ
ル
ー

プ
を
支
援
す
る
た
め
の
交
付
金
を
交
付
し
ま

す
。

生
き
る
力
を
育
み
次
代
に
繋
げ
る

桶
川
を
つ
く
る

教
育
・
文
化

�
学
校
応
援
団
推
進
事
業
交
付
金

９０
万
円

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
一
層
の
連
携
を
図

り
、
学
習
支
援
、
環
境
整
備
、
安
全
確
保
な

ど
の
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
交
付
金
を
交

付
し
ま
す
。

�
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
事
業

４,
８
０
０
万
円

学
校
の
耐
震
化
が

完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

老
朽
化
が
進
む
学
校

施
設
の
改
修
事
業
を

計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、
小
学
校
２
校
、

中
学
校
１
校
の
改
修

工
事
の
設
計
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

�
放
課
後
子
ど
も
教
室
運
営
事
業

５
１
２
万
２
千
円

子
ど
も
た
ち
の

放
課
後
の
安
心
・

安
全
な
居
場
所
づ

く
り
を
目
的
と
し

た
放
課
後
子
ど
も

教
室
を
小
学
校
２

校
で
運
営
し
ま
す
。

�
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
業
務
委
託

３,
６
０
０
万
円

駅
西
口
図
書
館
お
よ
び
川
田
谷
分
室
の
カ

ウ
ン
タ
ー
業
務
を
中
心
と
し
た
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
業
務
の
委
託
を
行
い
、
図
書
館
奉
仕
事

業
の
充
実
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

�
教
育
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業６

３
３
万
２
千
円

従
来
の
「
教
育
相

談
所
」
の
移
転
に
伴

い
、
新
た
な
業
務
を

加
え
内
容
を
拡
充
し

た
「
桶
川
市
教
育
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

教
育
の
充
実
と
振
興

を
図
り
ま
す
。

�
通
級
指
導
教
室
増
設
事
業４

１
１
万
５
千
円

現
在
、
桶
川
西
小
学
校
内
に
設
置
し
て
い

る
通
級
指
導
教
室
に
加
え
て
、
加
納
小
学
校

内
に
新
た
に
通
級
指
導
教
室
を
設
置
し
ま
す
。

�
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

１
億
２,
５
０
５
万
円

幼
稚
園
へ
の
就
園
を
奨
励
す
る
た
め
、
私

立
幼
稚
園
設
置
者
の
協
力
を
得
て
、
保
護
者

に
対
し
、
就
園
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

�
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会
交
付
金

９０
万
円

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
市
民
の
創
造

的
な
芸
術
文
化
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

「
お
け
が
わ
市
民
芸
術
文
化
祭
」
を
実
施
す

る
実
行
委
員
会
に
助
成
し
ま
す
。

�
地
区
別
体
育
祭
運
営
交
付
金

２
４
０
万
円

多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
地
域
に
密
着
し

た
地
区
別
体
育
祭
を
開
催
す
る
た
め
、
運
営

交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

�
桶
川
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
改
修
事
業

１,
２
０
０
万
円

開
館
か
ら
２０
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し
た

設
備
等
の
改
修
工
事

を
行
う
た
め
の
設
計

業
務
を
委
託
し
ま
す
。

※
国
の
経
済
対
策

に
よ
る
財
源
を
活
用

し
、
平
成
２４
年
度
補

正
予
算
に
よ
る
前
倒

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
学
校
開
放
用
自
動
体
外
式
除
細
動
器
設
置

事
業

９５
万
７
千
円

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
の
た
め
に
、
学
校

体
育
施
設
を
一
般
に
開
放
し
て
い
る
中
で
、

そ
の
活
動
中
の
事
故
に
対
応
す
る
た
め
、
す

べ
て
の
小
中
学
校
の
体
育
館
に
自
動
体
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
設
置
し
ま
す
。

共
に
支
え
合
い
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

桶
川
を
つ
く
る

健
康
・
福
祉

�
健
康
づ
く
り
計
画
策
定
事
業

４４
万
９
千
円

健
康
的
で
毎
日
を
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ

と
や
、
健
康
寿
命
を
延
伸
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

�
小
児
二
次
救
急
医
療
運
営
費
負
担
金

３
５
７
万
２
千
円

小
児
医
療
の
充
実
の
た
め
、
埼
玉
県
中
央

地
区
の
小
児
二
次
救
急
体
制
に
要
す
る
運
営

費
を
負
担
し
ま
す
。

�
小
児
初
期
救
急
医
療
費
運
営
費
負
担
金

４
５
６
万
５
千
円

小
児
医
療
の
充
実
の
た
め
、
桶
川
北
本
伊

奈
地
区
の
小
児
初
期
救
急
体
制
に
要
す
る
運

営
費
を
負
担
し
ま
す
。

�
妊
婦
健
康
診
査
委
託
事
業

４,
７
５
５
万
７
千
円

妊
婦
、
胎
児
の
健
康
を
確
保
し
、
出
産
に

か
か
わ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

妊
婦
健
康
診
査
に
要
し
た
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

�
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
事
業

５
億
５,
２
５
０
万
円

耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
耐
震
補
強
工

事
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
全
体
の
大
規
模

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

�
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減
事
業

２,
１
４
０
万
円

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
た
所
得

の
少
な
い
方
を
対
象
に
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
の
自
己
負
担
１
割
の
う
ち
７
割
分
を
助

成
し
ま
す
。

�
家
庭
保
育
室
保
護
者
助
成
金

３
６
０
万
円

認
可
保
育
所
待
機
児
童
（
０
歳
、
１
歳
、

２
歳
）
の
解
消
を
目
的
に
、
家
庭
保
育
室
利

用
の
保
護
者
に
対
し
、
認
可
保
育
所
の
保
育

料
と
の
差
額
分
を
、
月
額
１
万
５
千
円
を
限

度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

�
幼
稚
園
預
か
り
保
育
事
業
補
助
金

１
５
０
万
円

認
可
保
育
所
待
機
児
童
（
３
歳
、
４
歳
、

５
歳
）
の
解
消
を
目
的
に
、
幼
稚
園
の
預
か

り
保
育
を
推
進
す
る
た
め
、
幼
稚
園
に
対
し

て
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

�
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
事
業
計
画

策
定
事
業

２
３
９
万
５
千
円

平
成
２７
年
度
に
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
に

向
け
て
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

�
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
補
助
金

２５
万
円

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
は
な
ら

な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児
に
対
し
て
、

言
語
習
得
を
目
的
に
補
聴
器
を
購
入
す
る
場

合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

�
民
間
保
育
所
整
備
事
業
費
補
助
金

４,
５
６
７
万
５
千
円

市
内
に
あ
る
埼
玉
県
認
可
保
育
所
の
耐
震

補
強
改
修
に
対
し
て
工
事
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

�
民
営
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
金

１,
３
０
０
万
円

平
成
２５
年
度
よ

り
新
設
と
な
る
民

営
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
対
し
て

運
営
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

�
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入
費
補
助
金

１
２
０
万
円

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
安
全
基
準

に
適
合
し
た
幼
児
２
人
が
同
乗
で
き
る
自
転

車
（
３
人
乗
り
自
転
車
）
の
購
入
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

�
こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業

１
億
９,
７
０
０
万
円

子
育
て
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
通
院
お

よ
び
入
院
と
も
に
中
学
校
修
了
前
ま
で
医
療

費
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

�
児
童
手
当
支
給
事
業１２

億
１,
６
２
０
万
円

児
童
を
養
育
す
る
家
庭
等
の
生
活
の
安
定

と
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成

を
図
る
観
点
か
ら
、
中
学
校
終
了
前
ま
で
の

児
童
を
対
象
に
児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

�
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
事
業

２,
６
０
０
万
円

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
医
療
費
の
一
部
を
支
給

し
ま
す
。

�
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

８
７
０
万
円

母
子
家
庭
の
自
立
・
就
業
に
向
け
て
自
立

支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業
、
母
子
家
庭
高
等

技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

�
生
活
保
護
面
接
相
談
事
業２

４
８
万
６
千
円

生
活
保
護
の
新
規
相
談
等
を
円
滑
に
行
う

た
め
、
面
接
相
談
員
を
配
置
し
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
く
安
心
・
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る

桶
川
を
つ
く
る

市
民
生
活

�
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置
費

補
助
金

１,
２
０
０
万
円

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
高
効
率
給
湯
器
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

�
電
気
自
動
車
購
入
事
業

１,
４
４
７
万
７
千
円

環
境
に
配
慮
し
た
自
動
車
の
導
入
お
よ
び

市
民
へ
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
公
用
車

と
し
て
電
気
自
動
車
を
４
台
購
入
し
ま
す
。

�
埼
玉
中
部
広
域
清
掃
協
議
会
負
担
金

１
１
０
万
２
千
円

一
部
事
務
組
合
の
設
立
お
よ
び
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
の
建
設
に
関
す
る
事
項
を
協
議

す
る
た
め
の
協
議
会
に
対
し
て
、
事
務
局
経

費
を
負
担
し
ま
す
。

�
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
事
業

２,
０
０
０
万
円

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
計
画
的
に
取
り
組

み
、
節
電
と
地
球
温
暖
化
防
止
に
努
め
ま
す
。

※
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
財
源
を
活
用
し
、

平
成
２４
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
前
倒
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

�
消
防
自
動
車
購
入
事
業

１,
６
０
０
万
円

「「みみんんななでで つつくくりり 育育むむ 活活気気ああふふれれるる交交流流拠拠点点都都市市 おおけけががわわ」」ををめめざざししてて

協働事業の活動の様子

教育センター

サン・アリーナ

活動の様子

老朽化した階段

民営放課後児童クラブ
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桶
川
市
消
防
団
の
消
防
車
両
の
更
新
を
行

い
ま
す
。

�
放
射
性
物
質
対
策
事
業

２
７
０
万
１
千
円

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り

放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染

に
対
し
て
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
環

境
に
資
す
る
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
へ
安

心
・
安
全
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
放
射

線
物
質
の
分
析
測
定
を
行
い
ま
す
。

�
防
災
・
減
災
対
策
事
業

１,
３
９
７
万
１
千
円

災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
、
防
災
倉
庫

の
整
備
、
備
蓄
物
資
の
充
実
、
移
動
系
無
線

の
整
備
、
総
合
防
災
訓
練
な
ど
の
防
災
・
減

災
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
財
源
を
活
用
し
、

平
成
２４
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
一
部
前
倒
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ど
り
と
調
和
し
た
暮
ら
し
や
す
い

桶
川
を
つ
く
る

み
ど
り
・
都
市
基
盤

�
木
造
住
宅
耐
震
化
助
成
事
業

５
９
５
万
円

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び
改
修
（
リ

フ
ォ
ー
ム
を
含
む
）
に
対
し
て
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

�
環
境
セ
ン
タ
ー
周
辺
対
策
事
業

６,
５
４
０
万
円

環
境
セ
ン
タ
ー
周
辺
地
区
の
生
活
環
境
の

整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
道
路
改
良
に
か
か

る
工
事
等
や
水
路
の
維
持
工
事
を
行
い
ま
す
。

�
土
地
区
画
整
理
推
進
事
業

７
億
４,
４
６
７
万
５
千
円

良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、
土

地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
３
組
合
（
上

日
出
谷
南
・
下
日
出
谷
東
・
坂
田
西
）
に
対

し
て
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

※
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
財
源
を
活
用
し
、

平
成
２４
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
一
部
前
倒
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
駅
東
口
開
発
推
進
事
業

１,
９
３
７
万
９
千
円

駅
前
広
場
お
よ
び
駅
東
口
通
り
線
整
備
の

た
め
、
必
要
な
測
量
や
調
査
、
設
計
を
行
う

と
と
も
に
、
駅
東
口
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
わ
せ

て
地
区
内
に
事
務

所
を
開
設
し
ま
す
。

※
国
の
経
済
対

策
に
よ
る
財
源
を

活
用
し
、
平
成
２４

年
度
補
正
予
算
に

よ
る
一
部
前
倒
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
西
側
大
通
り
線
整
備
事
業３,

７
１
８
万
円

西
側
大
通
り
線
を
整
備
す
る
た
め
、
用
地

買
収
お
よ
び
物
件
補
償
等
を
行
い
ま
す
。

※
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
財
源
を
活
用
し
、

平
成
２４
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
一
部
前
倒
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
生
活
関
連
道
路
整
備
事
業

１
億
３,
７
９
５
万
円

老
朽
化
に
よ
る
破
損
が
顕
著
な
舗
装
道
路

の
舗
装
面
を
修
繕
し
、
利
用
者
の
安
全
快
適

な
通
行
を
確
保
す
る
と
伴
に
、
旧
態
の
狭
あ

い
道
路
を
拡
幅
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良

好
な
住
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

※
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
財
源
を
活
用
し
、

平
成
２４
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
一
部
前
倒
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
坂
田
寿
線
整
備
事
業

２,
６
２
６
万
円

坂
田
寿
線
を
整
備
す
る
た
め
、
電
柱
移
設

お
よ
び
街
路
築
造
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

※
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
財
源
を
活
用
し
、

平
成
２４
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
一
部
前
倒
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
城
山
公
園
整
備
事
業

１
億
円

城
山
公
園
の
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
拡
張
整
備
工
事

を
行
い
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
桶
川
を
つ
く
る

産

業

�
道
の
駅
推
進
事
業

４
１
２
万
３
千
円

圏
央
道
お
よ
び
上
尾
道
路
の
開
通
に
伴
い
、

情
報
発
信
・
地
域
振
興
・
防
災
の
拠
点
と
な

る
「
道
の
駅
」
を
推
進
し
ま
す
。

計
画
的
で
将
来
を
見
据
え
た
桶
川
を
つ
く
る

行
財
政
運
営

�
新
市
庁
舎
建
設
事
業

１
億
４,
９
４
８
万
２
千
円

新
市
庁
舎
建
設
に
向
け
て
用
地
の
取
得
を

行
い
ま
す
。

※
各
事
業
は
主
な
も
の
の
概
要
、
順
不
同
で
す
。

多目的グラウンドの様子

駅東口通りの様子

市役所の様子



総合福祉センターは、開設以来多くの市民の皆さんにご利用をいただいていますが、建設から３５
年が経過しており、老朽化対策と耐震補強が必要な状況になっています。
そこで、以下のとおり耐震補強工事とリニューアル工事を行うため、６月から平成２６年３月まで

休館になります。
休館に伴い、利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

休館の期間 6月1日～平成26年3月31日

工事の内容

全 体
�耐震補強
�バリアフリーへの対応
�面積の拡大による利用しやすいトイレ
�老朽化した施設設備の更新
�太陽光発電設備の設置

１階（老人福祉センター）
�増築による浴室の拡張
�教養娯楽室の設置
�集会室のリニューアル

２階（児童館、母子健康センター、公民館）
�母子健康センターと児童館の一体利用
�安全確保のため児童館の出入口を１か所に
統合

�調理室、和室のリニューアル

３階（公民館、視聴覚室）
�利用者などが集うことのできるラウンジの設置
�廊下の拡幅
�各室の防音効果の向上
�視聴覚室のリニューアル

問合せ�高齢介護課

休館中の代替施設
１階 老人福祉センター
�囲碁、将棋…地域福祉活動センター和室で実施します。（月～金曜日）
�カラオケ、囲碁、将棋…農業センター和室で実施します。（月・水・金曜日）
�巡回バス…農業センターを中心に巡回します。（月・水・金曜日）
※農業センターにおける事業の実施については６月７日�からです。
なお、巡回バスの運行については老人福祉センター（�７２８－１１２２）へお問い合わせください。

２階 母子健康センター 保健センターで実施します。
児 童 館 さくらフレンドの和室で実施します。（水・金曜日）

３階 東公民館 他の公民館において実施します。
視聴覚室 パソコン講座は中止します。パソコンサポートセンター機能は、加納集会所

で実施します。

総合福祉センター耐震補強工事に伴う

休休館館ののおお知知ららせせ

２０１３．５77
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「
桶
川
市
協
働
推
進
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

協
働
の
提
案
事
業
を

募
集
し
ま
す

桶
川
市
協
働
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

桶
川
市
協
働
推
進
条
例（
案
）

に
つ
い
て
の
意
見
募
集
結
果

平
成
２４
年
度

「
桶
川
市
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
支
援
事
業
」
報
告
会
が

３
月
２３
日
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市市
でで
はは
、、
市市
民民
なな
どど
とと
行行
政政
がが
そそ
れれ
ぞぞ

れれ
のの
責責
務務
とと
役役
割割
にに
基基
づづ
きき
対対
等等
のの
立立
場場

でで
協協
力力
しし
、、
地地
域域
社社
会会
のの
維維
持持
なな
どど
をを
図図

るる
ここ
とと
をを
目目
的的
とと
しし
てて
、、
市市
民民
なな
どど
とと
市市

とと
のの
協協
働働
にに
よよ
るる
豊豊
かか
なな
市市
民民
社社
会会
をを
実実

現現
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
協協
働働
にに
関関
すす
るる
基基
本本
事事

項項
をを
定定
めめ
るる
条条
例例
をを
制制
定定
しし
まま
しし
たた
。。
条条

例例
のの
施施
行行
日日
はは
４４
月月
１１
日日
でで
すす
。。

条条
例例
にに
はは
次次
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
がが
定定
めめ
らら

れれ
てて
いい
まま
すす
。。

【
目
的
】

協協
働働
にに
関関
すす
るる
基基
本本
的的
事事
項項
をを
定定
めめ
るる

ここ
とと
にに
よよ
りり
、、
協協
働働
にに
よよ
るる
まま
ちち
づづ
くく
りり

をを
推推
進進
しし
、、
もも
っっ
てて
豊豊
かか
なな
市市
民民
社社
会会
のの

実実
現現
をを
目目
指指
しし
まま
すす
。。

【
協
働
と
は
】

市市
民民
、、
地地
縁縁
団団
体体
、、
市市
民民
団団
体体
、、
企企
業業
、、

事事
業業
者者
おお
よよ
びび
市市
がが
、、
立立
場場
おお
よよ
びび
特特
性性

をを
活活
かか
しし
、、
共共
通通
目目
的的
のの
たた
めめ
にに
協協
力力
しし

てて
取取
りり
組組
むむ
行行
為為
おお
よよ
びび
活活
動動
でで
すす
。。

【
市
民
な
ど
と
は
】

市市
民民
、、
地地
縁縁
団団
体体
、、
市市
民民
団団
体体
、、
企企
業業

おお
よよ
びび
事事
業業
者者
でで
すす
。。

【
市
と
は
】

市市
長長
、、
教教
育育
委委
員員
会会
なな
どど
のの
執執
行行
機機
関関

でで
すす
。。

【
提
案
事
業
】

市市
民民
公公
益益
活活
動動
団団
体体
（（
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

団団
体体
、、
ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人
、、
自自
治治
会会
なな
どど
のの
地地

縁縁
団団
体体
、、
ＰＰ
ＴＴ
ＡＡ
、、
子子
どど
もも
会会
なな
どど
））
がが

行行
うう
地地
域域
のの
課課
題題
解解
決決
をを
図図
るる
たた
めめ
にに
行行

うう
事事
業業
のの
ここ
とと
をを
いい
いい
まま
すす
。。

１１

市市
民民
公公
益益
活活
動動
団団
体体
がが
提提
案案
すす
るる
事事

業業
２２

市市
設設
定定
のの
テテ
ーー
ママ
にに
対対
しし
、、
市市
民民
公公

益益
活活
動動
団団
体体
がが
企企
画画
提提
案案
すす
るる
事事
業業

【
基
本
理
念
】

協協
働働
のの
担担
いい
手手
のの
相相
互互
関関
係係
おお
よよ
びび
多多

様様
なな
協協
働働
のの
担担
いい
手手
のの
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
長長
所所

をを
活活
かか
すす
社社
会会
をを
目目
指指
しし
まま
すす
。。

【
協
働
の
原
則
】

協協
働働
のの
担担
いい
手手
のの
相相
互互
尊尊
重重
やや
、、
情情
報報

共共
有有
なな
どど
にに
努努
めめ
るる
ここ
とと
でで
すす
。。

【
市
民
な
ど
の
役
割
】

地地
域域
社社
会会
へへ
のの
積積
極極
的的
なな
関関
わわ
りり
やや
、、

協協
働働
をを
行行
うう
とと
きき
のの
責責
任任
やや
主主
体体
的的
なな
取取

りり
組組
みみ
にに
努努
めめ
るる
ここ
とと
でで
すす
。。

【
市
の
役
割
】

１１

市市
はは
市市
民民
のの
知知
恵恵
とと
力力
をを
引引
きき
出出
しし
、、

協協
働働
をを
総総
合合
的的
かか
つつ
効効
果果
的的
にに
推推
進進
しし

まま
すす
。。

２２

市市
民民
なな
どど
がが
協協
働働
のの
中中
心心
的的
担担
いい
手手

とと
位位
置置
づづ
けけ
、、
支支
援援
しし
まま
すす
。。

３３

人人
のの
つつ
なな
がが
りり
がが
大大
切切
でで
ああ
るる
事事
をを

踏踏
まま
ええ
、、
相相
互互
尊尊
重重
なな
どど
のの
考考
ええ
方方
かか

らら
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
をを
支支
援援
しし
まま
すす
。。

４４

協協
働働
にに
対対
すす
るる
意意
識識
をを
持持
つつ
職職
員員
をを

育育
成成
しし
まま
すす
。。

【
協
働
の
人
づ
く
り
】

協協
働働
のの
担担
いい
手手
をを
育育
成成
すす
るる
ここ
とと
でで
すす
。。

【
地
域
に
お
け
る
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り

と
は
】

地地
域域
のの
課課
題題
をを
解解
決決
すす
るる
場場
をを
設設
けけ
、、

協協
働働
のの
活活
動動
をを
行行
うう
組組
織織
をを
育育
成成
すす
るる
ここ

とと
でで
すす
。。

【
提
案
事
業
の
実
施
】

市市
民民
公公
益益
活活
動動
団団
体体
のの
行行
うう
提提
案案
事事
業業

採採
択択
手手
続続
きき
おお
よよ
びび
提提
案案
者者
へへ
のの
通通
知知
なな

どど
のの
ここ
とと
でで
すす
。。

【
協
定
の
締
結
と
は
】

採採
択択
ささ
れれ
たた
事事
業業
のの
提提
案案
者者
とと
市市
のの
間間

でで
協協
定定
をを
締締
結結
すす
るる
ここ
とと
でで
すす
。。

【
協
働
審
議
会
の
設
置
な
ど
】

桶桶
川川
市市
協協
働働
審審
議議
会会
のの
設設
置置
、、
業業
務務
、、

構構
成成
数数
、、
任任
期期
にに
つつ
いい
てて
のの
ここ
とと
でで
すす
。。

市市
民民
とと
市市
がが
、、
身身
近近
なな
問問
題題
のの
解解
決決
をを

図図
るる
たた
めめ
、、
おお
互互
いい
のの
知知
恵恵
やや
持持
てて
るる
力力

をを
出出
しし
合合
いい
、、
役役
割割
分分
担担
しし
なな
がが
らら
行行
うう

活活
動動
がが
協協
働働
でで
すす
。。

市市
でで
はは
、、
市市
民民
団団
体体
のの
皆皆
ささ
んん
のの
知知
恵恵

やや
ノノ
ウウ
ハハ
ウウ
なな
どど
をを
活活
かか
しし
たた
、、
協協
働働
事事

業業
のの
提提
案案
をを
募募
集集
しし
まま
すす
。。

まま
たた
、、
提提
案案
事事
業業
のの
うう
ちち
、、
審審
査査
をを
行行

いい
採採
択択
ささ
れれ
たた
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
補補
助助

金金
をを
交交
付付
しし
まま
すす
。。

【
提
案
・
応
募
で
き
る
人
】

市市
民民
公公
益益
活活
動動
団団
体体
（（
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

団団
体体
、、
ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人
、、
自自
治治
会会
なな
どど
のの
地地

縁縁
団団
体体
、、
ＰＰ
ＴＴ
ＡＡ
、、
子子
どど
もも
会会
なな
どど
））

【
補
助
額
】

１１
事事
業業
ああ
たた
りり
上上
限限
１１００００
万万
円円

（（
たた
だだ
しし
、、
活活
動動
歴歴
１１
年年
未未
満満
のの
団団
体体

はは
上上
限限
１１００
万万
円円
））

【
募
集
期
間
】

５５
月月
１１５５
日日
��
〜〜
６６
月月
１１４４
日日
��

【
審
査
】

提提
案案
内内
容容
にに
関関
しし
てて
、、
書書
類類
審審
査査
、、
口口

頭頭
説説
明明
をを
行行
いい
、、
桶桶
川川
市市
協協
働働
審審
議議
会会
でで

審審
査査
をを
行行
いい
まま
すす
。。

【
提
案
事
業
内
容
】

市市
民民
公公
益益
活活
動動
団団
体体
とと
市市
がが
協協
働働
しし
てて

取取
組組
むむ
ここ
とと
にに
よよ
りり
、、
地地
域域
課課
題題
やや
社社
会会

的的
課課
題題
のの
解解
決決
がが
図図
らら
れれ
るる
公公
益益
的的
・・
社社

会会
貢貢
献献
的的
なな
事事
業業
でで
ああ
りり
、、
平平
成成
２２６６
年年
３３

月月
未未
まま
でで
にに
事事
業業
がが
完完
了了
すす
るる
もも
のの

��
市市
民民
公公
益益
活活
動動
団団
体体
がが
提提
案案
すす
るる
事事
業業

��
市市
設設
定定
のの
テテ
ーー
ママ
にに
対対
すす
るる
、、
市市
民民
公公

益益
活活
動動
団団
体体
のの
企企
画画
事事
業業

【
募
集
要
項
な
ど
】

募募
集集
要要
項項
やや
申申
請請
書書
類類
はは
、、
自自
治治
文文
化化

課課
・・
各各
公公
民民
館館
・・
地地
域域
福福
祉祉
活活
動動
セセ
ンン
タタ
ーー

にに
設設
置置
しし
まま
すす
。。
まま
たた
、、
市市
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー

ジジ
にに
もも
掲掲
載載
しし
まま
すす
のの
でで
支支
援援
事事
業業
のの
提提

案案
をを
おお
考考
ええ
のの
人人
はは
必必
ずず
ごご
覧覧
くく
だだ
ささ
いい
。。

【
事
業
説
明
会
】

と
き
▼
５５
月月
１１４４
日日
��
午午
後後
６６
時時
３３００
分分
〜〜

８８
時時と

こ
ろ
▼
市市
役役
所所
第第
３３
・・
４４
会会
議議
室室（（
要要

事事
前前
申申
込込
））

審審
議議
会会
はは
、、
諮諮
問問
にに
基基
づづ
きき
次次
のの
事事
項項

をを
調調
査査
審審
議議
しし
答答
申申
しし
まま
すす
。。

なな
おお
、、
任任
期期
はは
２２
年年
間間
でで
すす
。。

【
審
議
会
の
審
議
事
項
】

��
協協
働働
のの
推推
進進
にに
関関
すす
るる
諸諸
施施
策策
にに
関関
すす

るる
ここ
とと
。。

��
提提
案案
事事
業業
のの
審審
査査
おお
よよ
びび
評評
価価
にに
関関
すす

るる
ここ
とと
。。

��
そそ
のの
他他
のの
協協
働働
のの
推推
進進
にに
関関
すす
るる
ここ
とと
。。

対
象
▼
市市
内内
在在
住住
でで
２２００
歳歳
以以
上上
のの
市市
民民

若若
干干
名名
※※
平平
成成
２２５５
年年
４４
月月
１１
日日
現現
在在

申
込
方
法
▼
応応
募募
用用
紙紙
にに
応応
募募
理理
由由
なな

どど
をを
記記
載載
しし
、、
５５
月月

３３１１
日日
��
まま
でで
（（
消消
印印

有有
効効
））
にに
直
接
まま
たた

はは
郵
送
（（
〒〒
３３６６３３
��
８８５５００１１

泉泉
１１
��
３３
��
２２８８
））
でで
、、

自
治
文
化
課
にに
申申
しし

込込
みみ
くく
だだ
ささ
いい
。。
なな
おお
、、
応応
募募
用用
紙紙
はは
自自

治治
文文
化化
課課
にに
ああ
りり
まま
すす
。。
まま
たた
、、
市市
ホホ
ーー

ムム
ペペ
ーー
ジジ
にに
もも
掲掲
載載
しし
まま
すす
。。

桶桶
川川
市市
協協
働働
推推
進進
条条
例例
（（
案案
））
にに
つつ
いい

てて
のの
意意
見見
募募
集集
結結
果果
をを
公公
表表
しし
まま
すす
。。

意
見
提
出
者
▼
なな
しし

昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
桶
川

市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
に
採

択
さ
れ
た
団
体
の
実
施
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
報
告
団
体
は
、
次
の
７
団
体
で

す
。

�
坂
田
東
三
丁
目
宮
前
西
自
治
会

（
花
い
っ
ぱ
い
活
動
）

�
桶
川
Ｉ
Ｔ
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ッ
ト
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ソ
コ
ン
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導
者
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座
）
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い
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学
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の
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介
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業
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桶
川
楽
郷
の
会
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石
川
川
の
桜
木
の
維
持
管
理
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ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
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作
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�
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ン
テ
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事
業
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行
委
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（
ボ
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ン
テ
ィ
ア
人
材
育
成
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援
事
業
）

�
桶
川
地
域
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化
研
究
会

（
伝
統
芸
能
文
化
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興
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ン
ポ
ジ
ウ

ム
）
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働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働
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業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
のののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

桶川市協働のまちづくり支援事業報告会
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桶川市環境センターは、私たちの日々の生活から出されるごみの処理を行っています。
センター内には、燃やせるごみの処理を行う、「ごみ焼却施設」、金属、ガラス、乾電池の選別などを行う「リサ
イクルセンター」、粗大ごみの破砕などを行う、「粗大ごみ処理施設」があります。
「ごみ焼却施設」は昭和５２年に稼働を開始し、平成１４・１５年度には、ダイオキシン類対策特別措置法の排出基準

をクリアするための改修を行い、必要な修繕や消耗部品の交換を行うことで順調に稼働しているものの、稼働後３６
年が経過し、県内においても非常に古い施設となっており、市にとって将来のごみ処理施設の在り方は大きな課題
となっています。
市ではこれらの状況を踏まえ、また、循環型社会の形成を推進するため、ごみ処理広域化（燃やせるごみ）の実

現に向けて取り組んできました。
ごみ処理広域化とは、他の市町村などと合同で効率的にごみ処理を行うことにより、循環型社会の形成を推進す

るものです。

�埼玉中部広域清掃協議会設立までの動き
平成２４年１１月２６日に吉見町長の呼びかけで、新処理熱回収施設（ご
み焼却施設）に関する関係市町村長連絡会議が開催され、以降その枠
組みなどについて調整し、平成２５年３月２６日に埼玉中部広域清掃協議
会を設立しました。
協議会の構成自治体は、東松山市、桶川市、吉見町、小川町、滑川

町、嵐山町、ときがわ町および東秩父村※です。
協議会の事務局は吉見町役場内に置き、一部事務組合の設立および

一般廃棄物処理熱回収施設（ごみ焼却施設）の建設に向け準備を進め
ています。
現在、桶川市は市単独でごみ処理を行っていますが、広域化を進め、

より効率的なごみの処理を行うことは多くのメリットがあります。
将来に向けて、新たなごみ処理体制の早期実現に向けて取り組んでいきますので、市民の皆さんには、引き続き、

ごみの減量、リサイクルの推進にご協力をお願いします。
※現在、小川町、滑川町、嵐山町、ときがわ町、東秩父村は、小川地区衛生組合を構成し、ごみ処理を行っています。

ごみ処理広域化のメリット

桶川市環境センター周辺地区対策協議会と協定を締結しました

詳しくは�リサイクル推進課

�ごみ焼却施設の集約化、全連続炉化によるダイオキシン類を始めとした環境負荷の低減化が可能になること
�効率的な発電や熱回収が可能になること
�小規模処理施設を個別に整備するよりも施設整備費が安くなること
�一部事務組合で管理することにより維持管理経費が安くなること
�ごみを広域的に処理することにより再生利用が容易になること

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理にににににににににににににににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててててててててててててて
～埼玉中部広域清掃協議会の設立について～

桶川市環境センター周辺地区対策協議会は、小針領家地区、五町台地区、倉田
南部・北部地区、舎人新田地区の各地区対策協議会で構成し、平成１４・１５年度の
ダイオキシン類対策に係る改修に関連し組織された協議会です。
当時、協議会の皆さんと何度も話し合いをし、ご理解ご協力をいただくことで

改修工事が実施でき、現在のごみ処理が滞りなくできています。
ごみ焼却施設の稼働に関しては、平成１５年に締結した協定により、使用期間を

限定していましたが、この期間の延長を主旨とした新たな協定書を締結しました。
引き続き、安全で適正な施設の運営に努めてまいります。

埼玉中部広域清掃協議会設立総会

環境センターごみ焼却施設
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